
様式Ｃ－１９

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書
平成 24 年 5 月 21 日現在

研究成果の概要（和文）：近現代日本の保守と右翼についての研究を行った。保守については『保

守のヒント』『リベラル保守』などを発表し、近代日本保守思想の特徴について論じた。右翼に

ついては『朝日平吾の鬱屈』、『血盟団事件』、『橋川文三セレクション』、連載「アジア主義を考

える」、連載「親鸞と日本主義」などを発表し、超国家主義が若者の煩悶と呼応するプロセスを

明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the conservatism and the right wing in modern Japan.
On the conservatism, I published "Hoshuno Hinto (Hint of Conservatizm)", "Riberaru Hoshu
(Liberal Conservative)", and on the right wing, I published "Asahi Heigo No Ukkutsu (Depression of
Asahi Heigo)", "Ketsumeidan Jiken (A case of Ketsumeidan)".
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１．研究開始当初の背景

90 年代後半以降、日本は「右傾化」「保守
化」していると言われる。90 年代前半からの
戦後民主主義批判の高まりは、歴史教科書問
題や靖国問題、歴史認識問題、謝罪外交批判
へとつながり、一定の政治潮流を築いてきた。
小林よしのりの『戦争論』のベストセラー化
や「新しい歴史教科書をつくる会」「北朝鮮
に拉致された日本人を救出するための全国
協議会」の興隆、小泉元首相の靖国参拝への
支持の高まりなどは、保守・右派勢力の拡大

現象として議論されてきた。2006 年の安倍内
閣発足、2008 年の麻生内閣の発足は、両首相
が「保守主義」を掲げる政治家であったため、
「日本は保守化している」という印象を内外
に強く与えることとなった。

しかし、日本は本当に「保守化」「右傾化」
しているということができるのだろうか。そ
もそも「保守」や「右翼」とはどのような思
想なのだろうか。

私見では、現代日本では「アンチ左翼」と
いう意識や言説は高揚しているものの、保守
思想や右翼思想については、空洞化現象が進
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行しているように思える。「保守」を叫ぶ論
者や政治家は、そのほとんどが左翼に対する
鬱積した不満や苛立ちを表明しているにす
ぎず、「保守とは何か」「右翼とは何か」とい
う論理をたどる作業は、遅々として進んでい
ない。

そのような中で、近代日本の「保守」「右
翼」の思想系譜を明らかにし現代日本を批評
する視座を確立することは、重要かつ緊急の
課題と考えた。

２．研究の目的

近年の先行研究では、急速に昭和時代の知
識人の分析が進み、多くの成果が提出されて
いる。都築勉『戦後日本の知識人－丸山真男
とその時代』（世織書房、1995 年）では、丸
山真男・竹内好・吉本隆明・清水幾太郎とい
った知識人たちが議論の対象とされ、敗戦後
から 60 年安保闘争までの思想史が描かれて
いる。また、小熊英二『民主と愛国－戦後日
本のナショナリズムと公共性』（新曜社、2002
年）では、戦後知識人たちの戦争体験と思想
形成過程に焦点が当てられ、そこから左派リ
ベラリストとナショナリズムの関係が論じ
られている。さらに道場親信の一連の研究
（『占領と平和－戦後という経験』（青土社、
2005 年）、『抵抗の同時代史－軍事化とネオリ
ベラリズムに抗して』（人文書院、2008 年）
など）においても、左派知識人による「革新
ナショナリズム」の論理と系譜が議論されて
いる。

しかし、これらの研究では、保守知識人・
右翼知識人については部分的にしか論じら
れておらず、彼らの思想や系譜が等閑視され
ている感は否めない。本研究では、これまで
等閑視されてきた「保守」「右翼」について
本格的な研究を行い、その論理と系譜を明ら
かにすることを目的とした。

特に、「保守」については、なぜ昭和期の
多くの保守思想家が「文学」を重視したのか
を明らかにすることで、日本の保守思想の特
徴を明確にする。また彼らの多くが「大東亜
戦争」に対してアイロニカルな態度をとった
ことを重視し、本来の保守思想が「大東亜共
栄圏」のような設計主義とは一線を画するこ
とを明確にした。「右翼」については、戦前・
戦後の連続性／断絶性に注目し、伝統右翼の
系譜と革新右翼の系譜では、その国家像に大
きな乖離が存在することを明らかにした。そ
して、革新右翼の系譜に属する思想家たちの
青年期の煩悶に注目し、彼らの内在的論理の
分析に力を入れた。

３．研究の方法

国内外の図書館、文書館を利用し、文献収

集に努めた。収集した文献をもとに、「保守」
「右翼」についての分析を進め、著書・論文
として公表した。

４．研究成果

研究の成果は、積極的に雑誌論文ならびに
著書として発表した。本研究で得られた知見
は、具体的には下記の通りである。
（1）左派が合理主義による理想社会の実現
を目指す進歩思想であるのに対して、右派は
理性の限界という認識から、理性を超えたも
のへと依拠する傾向が強い。
（2）保守思想は、歴史的・社会的に構成さ
れてきた経験知や良識に依拠しながら漸進
的な改革を志向する。保守は復古でも反動で
もない。人間が永遠に不完全な存在である以
上、その人間が構成する社会は永遠に不完全
のものとして推移せざるを得ず、それは未来
だけでなく過去や現在にもあてはまる。特定
の過去を理想化することもできず、現在の制
度を絶対視することもできない。そのため、
保守は革命のような理性への過信が生み出
す急進的変化を嫌う一方で、社会の変容に応
じた漸進的改革の必要性を重視する。
（3）一方、右翼思想は過去へのロマン主義
的復古の傾向が強い。現在の世の中の問題は、
理想的社会が現前していた過去の堕落であ
り、理性的計らいを超越した絶対的存在に身
をゆだねることで理想が現前すると考える。
これは宗教原理主義と共通点が多い。

東京裁判については、英文で論文を書き、
インドでの研究発表も行った。
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